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三岐鉄道三岐線は、セメント輸送を担う産業鉄道として経営を確立、
その一方で地域の基幹交通機関として旅客輸送に注力し、
駅をエリアの顔として求心力を持たせ、鉄道への人の集積を図っていった。
また、2003年には廃線危機にあった北勢線の運営を継承、三岐線での経験と実績を活かし、
公的支援を受け、さまざまな改善策に取り組んだ結果、
同線の再生を果たし、輸送人員の増加に成功している。
旅客輸送と貨物輸送、狭軌とナローゲージの二つの路線、
地方鉄道としては多様な特性を抱えながら、
車社会の中で鉄道の維持と地域の活性化に向き合い、
とどまることなく常に模索を続ける三岐鉄道の取り組みを取材する。

鉄道の多様性と他の交通との共生で
地方鉄道を存続する

REPORT

特集：地方鉄道の経営努力と公的支援
［地域の活力を支える三岐鉄道　三岐線・北勢線］



セ
メ
ン
ト
輸
送
で
設
立
さ
れ
た
三
岐
線

三
岐
鉄
道
は
三
重
県
北
部
に
位
置
し
、
貨

物
輸
送
と
旅
客
輸
送
を
担
う
三
岐
線
（
富

田
・
近
鉄
富
田

－

西
藤
原
）
と
、
２
０
０
３
年

に
運
営
を
移
管
さ
れ
た
北
勢
線
（
西
桑
名

－

阿
下
喜
）
の
２
線
が
員
弁
川
の
両
岸
を
走
る
。

三
岐
線
は
、
元
来
、
藤
原
岳
で
掘
削
さ
れ

る
石
灰
石
を
原
材
料
に
生
産
さ
れ
る
セ
メ
ン

ト
を
、
中
京
地
区
の
物
流
拠
点
で
あ
っ
た
四

日
市
港
に
輸
送
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
路
線

で
あ
る
。
１
９
２
８
年
に
三
岐
鉄
道
が
設
立

さ
れ
、
１
９
３
１
年
の
開
業
年
に
段
階
を
経

て
富
田

－

西
藤
原
間
26
・
５
㎞
が
全
通
。
旅

客
輸
送
を
開
始
し
た
が
、
開
業
の
２
年
後
の

１
９
３
３
年
に
は
小
野
田
セ
メ
ン
ト
（
現
・

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
）
藤
原
工
場
か
ら
出
荷
さ
れ

る
セ
メ
ン
ト
輸
送
が
始
ま
り
、
貨
物
輸
送
が

飛
躍
的
に
増
大
し
た
。

戦
後
は
、
国
内
経
済
の
回
復
と
と
も
に
セ

メ
ン
ト
需
要
が
急
増
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

貨
車
を
増
備
す
る
な
ど
輸
送
力
を
増
強
。

１
９
５
２
年
に
は
富
田
か
ら
国
鉄
四
日
市
ま

で
の
旅
客
列
車
の
直
通
運
転
を
開
始
し
、
全

線
を
電
化
す
る
。
１
９
５
９
年
に
始
ま
っ
た

黒
四
ダ
ム
建
設
用
セ
メ
ン
ト
輸
送
で
は
、

１
９
６
３
年
ま
で
の
４
年
間
に
41
万
７
０ 

０
０
ト
ン
も
の
セ
メ
ン
ト
を
輸
送
し
た
。
さ

ら
に
、
２
０
０
０
年
か
ら
は
、
中
部
国
際
空

港
（
２
０
０
５
年
開
港
）
建
設
の
た
め
の
埋
立

用
土
砂
輸
送
の
一
部
を
担
い
、
30
カ
月
で
お

よ
そ
５
０
０
万
ト
ン
の
土
砂
を
運
ぶ
と
い

う
、
開
業
以
来
、
最
大
と
な
る
輸
送
を
成
し

遂
げ
て
い
る
。
地
方
鉄
道
と
し
て
、
国
土
開

発
に
関
わ
る
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
端

を
担
っ
て
き
た
実
績
は
大
き
い
。

「
三
岐
線
の
歴
史
は
産
業
鉄
道
と
し
て
の

歴
史
で
も
あ
り
、
貨
物
輸
送
は
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
日
本
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
が
築
か
れ
る
上
で
実
は
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
雨
澤
隆
生
取
締
役
鉄
道
部
長
は
語
る
。

一
方
の
旅
客
輸
送
を
見
て
み
る
と
、
１
９ 

６
０
年
代
が
一
つ
の
転
換
点
と
な
っ
て
い

る
。
学
校
法
人
暁
学
園
が
四
日
市
市
萱
生
町

に
移
転
し
た
こ
と
か
ら
、
１
９
６
５
年
に

「
萱
生
駅
」
を
「
暁
学
園
前
駅
」
に
改
称
。

学
校
が
開
設
さ
れ
、
ま
た
八
千
代
台
団
地
な

ど
沿
線
の
宅
地
開
発
が
進
ん
で
沿
線
人
口
が

増
え
た
こ
と
か
ら
、
旅
客
需
要
が
高
ま
っ
て

い
く
。
こ
れ
に
伴
い
、
１
９
７
０
年
、
乗
り

継
ぎ
客
の
多
い
近
鉄
富
田
駅
へ
の
連
絡
新
線

を
建
設
し
て
旅
客
列
車
の
乗
り
入
れ
を
開
始

す
る
と
輸
送
人
員
は
年
々
増
加
、
１
９
７
３

年
に
は
ピ
ー
ク
と
な
る
４
３
２
万
人
を
記
録

し
た
。

ま
た
、
列
車
運
行
方
式
を
近
代
化
す
る
た

め
、
１
９
７
３
年
10
月
、
保
々
駅
構
内
に
Ｃ

Ｔ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
を
竣
工
し
、
翌
年
4
月
か
ら

富
田

－

東
藤
原
間
で
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
列
車
集
中
制
御

装
置
）、
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
自
動
進
路
制
御
装
置
）
に
よ

る
列
車
集
中
制
御
運
転
を
開
始
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
開
業
か
ら
約
50
年
経
っ
た
１
９ 

７
０
年
代
後
半
に
入
る
と
、
線
路
設
備
や
軌

道
保
守
作
業
の
近
代
化
に
着
手
。
そ
の
後

も
、
レ
ー
ル
重
軌
条
化
・
駅
前
整
備
・
冷
房

電
車
導
入
な
ど
近
代
化
設
備
投
資
を
次
々
と

実
施
し
、
並
行
し
て
富
田
駅
へ
の
旅
客
列
車

乗
り
入
れ
休
止
や
、
貨
物
列
車
・
旅
客

列
車
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
開
始
す
る
な

ど
、
鉄
道
事
業
の
効
率
化
に
努
め
て
い

る
。

沿
線
地
域
と
の
協
調
に
よ
る

旅
客
輸
送
活
性
化
施
策

や
が
て
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
で

１
９
８
３
年
以
降
、
三
岐
線
の
輸
送
人
員
は

４
０
０
万
人
を
割
り
込
む
よ
う
に
な
り
、
三

岐
鉄
道
は
旅
客
輸
送
活
性
化
施
策
の
一
環
と

し
て
、
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
て
新
駅
開
業

や
駅
改
良
に
加
え
、
駅
周
辺
の
整
備
を
進
め

た
。１

９
８
６
年
に
新
設
し
た
大
安
駅
は
老
朽

化
し
た
大
井
田
駅
を
移
転
・
改
称
し
た
も
の

だ
が
、
こ
れ
は
旧
員
弁
郡
大
安
町
の
町
立
図

書
館
内
（
現
・
い
な
べ
市
大
安
図
書
館
）
に
駅
機

能
を
併
設
し
て
い
る
。
全
国
初
の
試
み
で
設

立
当
初
は
多
く
の
視
察
者
が
訪
れ
た
と
い

う
。「

日
本
電
装
（
現
・
デ
ン
ソ
ー
）
の
大
安
工

場
が
建
て
ら
れ
、
格
段
に
乗
降
が
増
え
た
。

そ
の
表
玄
関
の
意
味
を
込
め
て
つ
く
っ
た

が
、
そ
の
後
の
駅
改
良
に
つ
い
て
考
え
る
一

つ
の
指
針
に
な
っ
た
」
と
雨
澤
鉄
道
部
長
は

語
る
。

近
鉄
富
田
駅
に
次
ぐ
乗
降
が
あ
る
暁
学
園

前
駅
は
、
四
日
市
大
学
の
開
設
に
合
わ
せ

１
９
８
８
年
に
新
築
、
駅
前
に
郵
便
局
や
店

舗
が
入
っ
た
ビ
ル
を
新
設
し
た
。

こ
う
し
た
駅
舎
整
備
と
共
に
行
わ
れ
た
の

が
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
等
の
推
進
で
あ
る
。
大

安
駅
の
新
設
と
同
時
に
大
安
町
（
当
時
）
が

駅
前
に
60
台
の
無
料
駐
車
場
を
設
置
。
こ
れ

を
先
駆
に
三
岐
線
に
お
け
る
パ
ー
ク
＆
ラ
イ

ド
、
サ
イ
ク
ル
＆
ラ
イ
ド
は
各
駅
で
進
め
ら

れ
て
い
く
。

「
自
治
体
で
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
駐
車

場
も
あ
る
が
、
当
社
の
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

貨
物
ヤ
ー
ド
を
有
効
利
用
し
て
設
置
し
た
駐

車
場
も
あ
る
。
こ
の
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
は
当

初
は
空
き
が
目
立
ち
、
す
ぐ
に
効
果
が
表
れ

な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
浸
透
し
、
定
着
し
て

い
っ
た
。
こ
れ
が
輸
送
人
員
の
低
下
を
食
い

止
め
た
一
因
と
な
っ
て
い
る
」
と
雨
澤
鉄
道

部
長
は
語
る
。

ま
た
、
２
０
０
１
年
に
は
開
業
70
周
年
を

迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
西
藤
原
駅
と
駅
前

公
園
を
整
備
し
た
。
近
年
で
は
２
０
１
７
年

に
東
藤
原
駅
を
改
築
。
木
造
２
階
建
て
で
人

目
を
引
く
洋
風
の
デ
ザ
イ
ン
だ
。
駅
舎
に
は

貨
物
列
車
の
入
換
作
業
を
行
う
作
業
員
の
た

め
の
宿
泊
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
て
い
る
。

鉄
道
を
地
域
の
財
産
と
し
て
支
え
る

　
三
岐
線
で
は
「
ひ
と
駅
い
ち
テ
ー
マ
」
と

し
て
、
個
性
を
持
っ
た
駅
づ
く
り
を
行
っ
て
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三岐鉄道株式会社
取締役 鉄道部長

雨澤隆生
Takao AMEZAWA



き
た
。
沿
線
住
民
は
マ
イ
カ
ー
所
有
率

も
高
く
、
鉄
道
の
存
在
を
周
知
す
る
た

め
に
は
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
等
の
施
策

も
含
め
、
駅
に
人
を
集
積
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
そ
し
て
駅
を
エ
リ
ア
の
顔
と

す
る
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

こ
う
し
た
駅
や
駅
前
づ
く
り
に
は
自

治
体
の
協
力
も
大
き
い
が
、
運
営
面
で

は
人
の
力
も
重
要
に
な
る
。
こ
の
部
分
は
沿

線
住
民
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。

西
藤
原
駅
で
は
駅
前
公
園
を
整
備
し
、
開

業
時
の
Ｓ
Ｌ
１
０
２
号
機
な
ど
の
車
両
を
展

示
し
た
。
こ
の
公
園
内
に
は
模
型
専
用
軌
道

が
敷
設
さ
れ
、
毎
週
日
曜
日
に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を

運
行
す
る
「
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
鉄
道
」
を
発
足

さ
せ
た
。
近
隣
だ
け
で
は
な
く
遠
方
か
ら
も

模
型
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
る
人
気

で
、
２
０
１
５
年
ま
で
運
行
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
鉄
道
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

た
。ま

た
、
丹
生
川
駅
前
に
あ
る
「
貨
物
鉄
道

博
物
館
」
は
、
日
本
の
鉄
道
貨
物
輸
送
１
３ 

０
年
を
記
念
し
て
２
０
０
３
年
に
設
置
さ
れ

た
。
毎
月
第
一
日
曜
日
（
１
月
の
み
第
二
日
曜

日
）
に
開
館
し
、
１
０
０
～
２
０
０
人
が
訪

れ
る
。
館
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展

示
、
屋
外
に
は
50
～
１
０
０
年
前
の
車
両
16

両
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
特
定
非
営
利
活
動

法
人
貨
物
鉄
道
博
物
館
が
運
営
、
催
事
企
画

や
ガ
イ
ド
、
展
示
車
両
の
塗
装
や
整
備
に
当

た
っ
て
い
る
。

同
博
物
館
の
南
野
哲
志
常
務
理
事
は
父
親

が
三
岐
鉄
道
の
職
員
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
三
岐
鉄
道
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
三
岐
鉄
道

の
研
究
家
だ
。

「
修
復
に
つ
い
て
も
当
時
の
工
法
を
調
べ

て
、
で
き
る
だ
け
近
い
形
で
行
う
よ
う
に
し

て
い
る
。
古
い
も
の
で
は
１
８
０
０
年
代
末

期
、
新
し
い
も
の
で
も
50
～
60
年
前
の
車
両

が
、
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
こ
こ
に
あ
る
。
歴

史
と
技
術
に
触
れ
、
貨
物
車
両
の
ス
ケ
ー
ル

感
も
実
感
で
き
る
日
本
唯
一
の
博
物
館
」
だ

と
南
野
常
務
理
事
は
語
る
。
こ
う
し
た
い
わ

ば
「
こ
こ
に
来
な
い
と
見
ら
れ
な
い
」
博
物

館
は
、
三
岐
鉄
道
の
産
業
鉄
道
と
し
て
の
歴

史
を
語
る
、
ま
さ
に
地
域
の
財
産
だ
ろ
う
。

南
野
常
務
理
事
も
「
地
域
活
性
化
に
役
立
て

て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
地
域
住
民
の
一
人

と
し
て
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

北
勢
線
の
運
営
継
承
で
地
域
の
足
を
守
る

　
北
勢
線
は
、
１
９
１
４
年
に
軽
便
鉄
道
と

し
て
営
業
を
開
始
し
、
１
９
１
６
年
に
全
通

し
た
。
１
９
６
５
年
以
降
は
近
畿
日
本
鉄
道

が
運
営
し
て
い
た
が
、
２
０
０
２
年
の
輸
送

人
員
が
２
４
０
万
人
と
、
１
９
７
５
年
ピ
ー

ク
時
（
５
９
７
万
人
）
の
半
数
を
切
り
、
２
０ 
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左／北勢中央公園口駅 中央／大安駅前に整備された無料駐車場 右／学生の乗降が多い暁学園前駅（すべて三岐線）

左／「鯨船神事」にちなみ整備された近鉄富田駅 右／旅客輸送は近鉄富田が始点（三岐線）

特定非営利活動法人
貨物鉄道博物館 常務理事

南野哲志
Satoshi NANNO



０
３
年
で
の
廃
線
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
存
続
を
希
望
す
る
沿
線
住
民
や
地
元
自

治
体
は
、
三
岐
鉄
道
に
北
勢
線
の
継
承
を
要

請
。
２
０
０
３
年
４
月
１
日
、
三
岐
鉄
道
に

よ
る
運
行
が
開
始
し
た
。

経
営
移
管
に
際
し
、
沿
線
１
市
３
町
（
現

在
は
桑
名
市
・
い
な
べ
市
・
東
員
町
の
２
市
１
町
）

は
、
２
０
０
３
年
度
か
ら
の
10
年
間
に
運
営

資
金
と
し
て
53
・
２
億
円
を
補
助
し
、
近
鉄

か
ら
沿
線
市
町
に
３
・
６
億
円
（
三
重
県
が
半

額
を
負
担
）
で
譲
渡
さ
れ
た
鉄
道
用
地
は
、

市
町
有
地
と
し
て
三
岐
鉄
道
に
無
償
で
貸

与
。
鉄
道
施
設
も
近
鉄
か
ら
三
岐
鉄
道
に
無

償
譲
渡
さ
れ
た
。

「
北
勢
線
は
、
三
岐
線
で
行
っ
た
施
策
以

上
の
こ
と
を
や
ら
な
い
と
残
せ
な
い
。
北
勢

線
と
三
岐
線
は
並
行
し
て
走
っ
て
お
り
、
地

域
の
特
性
と
し
て
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

ま
ず
は
三
岐
線
で
の
諸
施
策
を
当
て
は
め
、

徹
底
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
よ
う
と
考
え

た
」（
雨
澤
鉄
道
部
長
）

駅
の
移
転
・
統
廃
合
に
よ
り
幹
線
道
路
沿

い
や
商
業
施
設
に
近
い
場
所
に
駅
を
新
設

し
、
既
存
駅
は
使
い
や
す
く
駅
舎
を
改
良
す

る
。
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
、
サ
イ
ク
ル
＆
ラ
イ

ド
推
進
を
目
的
に
、
駅
前
に
は
無
料
駐
車

場
・
駐
輪
場
の
整
備
を
進
め
た
。

「
軽
便
鉄
道
規
格
で
集
落
を
縫
う
よ
う
に

敷
設
さ
れ
た
北
勢
線
は
、
駅
数
が
多
く
、
時

間
が
か
か
る
。
ま
た
、
駅
前
は
道
が
狭
く
道

路
ア
ク
セ
ス
も
悪
い
な
ど
の
問
題
が
あ
っ

た
。
17
駅
を
13
駅
に
集
約
す
る
こ
と
で
、
列

車
の
速
達
性
を
図
り
、
駅
ア
ク
セ
ス
の
改
善

と
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
施
設
の
整
備
を
進
め

た
。
駅
の
移
転
や
統
廃
合
に
つ
い
て
は
地
元

住
民
の
方
々
に
向
け
て
説
明
会
を
開
い
た

が
、
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
感
謝

し
て
い
る
」
と
雨
澤
鉄
道
部
長
は
語
る
。

駅
の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
・
自
動
出
改
札

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
国
の
近
代
化
補
助
事
業

の
一
環
と
し
て
鉄
道
設
備
の
改
善
や
更
新
、

Ｃ
Ｔ
Ｃ
装
置
の
更
新
も
進
め
た
。

ま
た
、
運
行
２
年
目
の
２
０
０
４
年
に
は

国
の
幹
線
鉄
道
等
活
性
化
補
助
制
度
の
採
択

を
受
け
、
三
重
県
の
協
調
補
助
も
加
え
て
工

事
額
の
40
％
が
賄
わ
れ
る
中
で
、
橋
梁
の
改

修
や
列
車
行
き
違
い
施
設
の
増
設
、
曲
線
改

良
、
軌
道
強
化
、
踏
切
制
御
回
路
変
更
な
ど

を
実
施
。
西
桑
名

－

阿
下
喜
間
の
運
転
時
間

が
52
分
か
ら
46
分
に
短
縮
、
列
車
本
数
の
増

加
な
ど
各
方
面
で
改
善
が
進
ん
だ
。

輸
送
人
員
は
譲
渡
さ
れ
た
２
０
０
３
年
と

翌
２
０
０
４
年
は
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
徐 

々
に
増
加
し
、
２
０
１
７
年
に
は
２
５
６
万

人
に
ま
で
回
復
し
て
い
る
。

一
方
、
北
勢
線
の
三
岐
鉄
道
へ
の
移
管
に

際
し
て
は
、
沿
線
２
市
１
町
と
三
岐
鉄
道
で

「
北
勢
線
事
業
運
営
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、

事
務
局
は
２
市
１
町
の
輪
番
制
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
８
年
度
を
担
当
す
る
い
な
べ
市

の
小
林
治
夫
都
市
整
備
部
次
長
は
「
輸
送
人

員
は
微
少
だ
が
伸
び
て
い
る
。
沿
線
は
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
鉄
道
は
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
鉄
道
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
協
議
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
出
て
く
る
と

は
思
う
が
、
行
政
は
支
援
を
行
い
、
鉄
道
会

社
は
営
業
努
力
を
続
け
、
鉄
道
利
用
を
呼
び
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特集：地方鉄道の経営努力と公的支援
［地域の活力を支える三岐鉄道　三岐線・北勢線］

丹生川駅付近を走る三岐線。近鉄富田－西藤原間 15 駅を約 50 分で結ぶ（三岐線）



掛
け
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

公
的
支
援
は
、
２
０
１
３
年
度
以
降

３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
２
０
１
３
～

２
０
１
５
年
度
、
２
０
１
６
～
２
０
１ 

８
年
度
は
２
市
１
町
で
約
６
・
５
億
円

の
補
助
が
実
施
さ
れ
た
。
２
０
１
９
年

度
か
ら
３
年
間
に
つ
い
て
は
約
６
・

９
億
円
の
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

　地
域
住
民
を
対
象
に
し
た
利
用
促
進
策

イ
ベ
ン
ト
や
企
画
電
車
の
運
行
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
利
用
促
進
策
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
や
講
演
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ほ
か
、
夏
休
み
の

親
子
ツ
ア
ー
ズ
（
東
員
駅
指
令
室
や
北
大
社
車
両

区
の
見
学
な
ど
）
の
実
施
、
企
画
電
車
で
は
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
仕
様
に
装
飾
し
た
「
ナ
ロ
ウ
ィ
ン

ト
レ
イ
ン
」
や
四
日
市
大
学
と
コ
ラ
ボ
し
た

「
サ
ン
タ
電
車
」
な
ど
が
あ
る
。
県
や
２
市

1
町
、
大
学
、
商
工
会
議
所
な
ど
地
域
の

人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
主
催
側
に
も
関
わ

り
、
参
加
す
る
。

阿
下
喜
駅
に
隣
接
す
る
「
軽
便
鉄
道
博
物

館
」
も
市
民
団
体
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
沿
線
に
あ
る
企
業
が
主
導
し

て
「
北
勢
線
沿
線
ク
リ
ー
ン
活
動
」
と
い
う

清
掃
活
動
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
子
ど
も
た
ち
に
鉄
道
の
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
親
子
は
も
ち
ろ
ん
、
祖
父
母
と
お

孫
さ
ん
と
い
う
組
み
合
わ
せ
も
多
く
、
高
齢

者
に
乗
車
し
て
い
た
だ
く
好
機
と
な
っ
て
い

る
。
ク
リ
ー
ン
活
動
な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
の

支
援
も
あ
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
雨
澤
鉄
道
部
長
は
語
る
。

ち
な
み
に
、
サ
ン
タ
電
車
は
四
日
市
大
学

総
合
政
策
学
部
と
の
連
携
で
10
年
近
く
続
け

ら
れ
て
お
り
、
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

学
部
に
は
地
域
志
向
科
目
「
鉄
道
と
ま
ち
づ

く
り
」
が
設
置
さ
れ
、
三
岐
鉄
道
の
社
員
も

講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
科
目
を

受
講
す
る
学
生
た
ち
が
サ
ン
タ
な
ど
に
扮
す

る
が
、
毎
年
２
０
０
０
人
を
超
え
る
乗
客
が

訪
れ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
地
域
と
の
連
携

の
積
み
重
ね
が
、
輸
送
人
員
増
と
い
う
結
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

北
勢
地
域
の
新
た
な
可
能
性

　
北
勢
線
の
輸
送
人
員
が
回
復
傾
向
に
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
施
設

の
整
備
が
利
用
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

マ
イ
カ
ー
と
の
併
用
を
前
提
に
、
雪
の
季
節

に
は
電
車
に
切
り
替
え
る
人
も
多
い
」
と
小

林
次
長
は
語
る
。

ま
た
、
い
な
べ
市
で
は
、
北
勢
線
の
楚
原

駅
や
阿
下
喜
駅
な
ど
、
三
岐
線
で
は
大
安
駅

や
東
藤
原
駅
な
ど
を
経
由
す
る
無
料
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
福
祉
バ
ス
）
を
鉄
道
と
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上／終点・西藤原駅は鈴鹿国定公園内の藤原岳の麓に位置する 左下／鉄道展示
施設がある西藤原駅前公園 右下／ SL の形をした西藤原駅舎（三岐線）

上／世界で唯一といわれる貨物鉄道博物館。2018 年に開館 15 周年を迎えた 左下／修復展示されてい
る日本で現存する最古級の鉄道貨車 左下／館内には貨車の部品や貨物関係の資料を展示（三岐線）

いなべ市　
都市整備部次長 交通政策課長

小林治夫
Haruo KOBAYASHI
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特集：地方鉄道の経営努力と公的支援
［地域の活力を支える三岐鉄道　三岐線・北勢線］

地域住民の足を守る

　三岐鉄道北勢線は 2003年４月１日に当社線として営業運転を
開始しましたが、当社に経営移管要請があったのは、前年春のこ
とでした。北勢線は当時１年に８億円の赤字を出しており、近畿
日本鉄道は 2003年３月の廃線を届け出ていました。
　桑名市と旧員弁郡の一部で現いなべ市（員弁町・北勢町）、東員
町を走る北勢線の沿線には高校が５校あり、廃線となれば通学の足
が失くなってしまう。バスでは定時性の問題があり、運賃が高い。
バス専用道をつくるにしても、用地買収等で１年以上はかかりま
す。地元自治体やＰＴＡをはじめ、住民の方々は熱心に北勢線の
存続活動に取り組み、三重県に第三セクターとして運営してほし
いと要請も出していました。しかし話がまとまらず、最終的に、
当時の桑名市長が当社に来られ、北勢線運行の要請をされました。
　当社としては、四日市市と当時の員弁郡の一部（東員町・大安
町・北勢町・藤原町）を走る三岐線を運行しており、ある意味で
は北勢線は地域内で競合する存在でしたが、お話をうかがうと地
元の方々が大変に困っておられる。三岐線も、地元自治体からは
近代化補助事業でご支援いただいています。また、社内事情とし
ては、その前年に始まった中部国際空港建設のための埋立用土砂
の輸送がこの年で終わろうとしており、大きなプロジェクトが一
区切りつくいいタイミングでもありました。そこで、三岐線で
行った旅客輸送活性化施策を参考に、思い切った改革を実施すれ
ば北勢線も再生できるんじゃないかと考え、「リニューアルして運
行を引き継ぐ」ことを条件に運営資金を試算してみました。運営
資金は 10年で 55億円という金額になりましたが、これが認め
られ、2002年９月に当社内に北勢線の準備室（運行開始後は北
勢線管理部）を設立し、三岐鉄道北勢線としての運行に向けて動
き出したのです。担当者は私を含めて３人でした。

近代化と高速化、そして快適性を向上する

　私自身、北勢線に乗車したことはもちろんありましたが、改め
て調べてみると三岐線とは全く異なることに非常に驚きました。
まず上り線と下り線が違う。三岐線は左側通行で北勢線は右側通
行です。軌道も信号システムもＡＴＳ装置も違う。三岐線は自動
転轍機を使用していますが、北勢線は発条転轍機を使用していま
した。鉄道施設については両線で合致するものがほとんどなかっ
たと言ってもいい状態でした。
　最初に手掛けたのは、駅の移転・統廃合でした。パーク＆ライ
ドやサイクル＆ライドで鉄道利用を促進するため、幹線道路沿い
や商業施設の近くに駅を設け、自動車や自転車と共生する地域の
鉄道を目指したのです。また、利用者にとって利用しやすい近代
的で合理的な駅を目指し、新築や改修された駅舎には券売機や出
札機などの自動駅務機器を設置し、遠隔監視システムを導入しま
した。駅の統廃合に当たっては、沿線住民の方が不安に陥らない
よう地元説明会を開き、理解を得るようにしました。
　駅舎や施設などハード部分の整備を進める一方で、一番大きな
問題は人員の確保でした。特にナローゲージ（特殊狭軌）を操
縦できる運転士は不可欠です。そこで、近鉄から運転士や駅務員
42人が転籍、10人に出向という形で来ていただき、トータル
70人体制でスタートしました。人集めにも苦労しました。それ
ほど高い給料は出せないので、鉄道好きで鉄道会社で働きたいと
いう人たちに来てもらおうと、遠方でも求人を出し、熊本県や秋
田県から来てもらったくらいです。自社で運転士が育成できるよ
うになるまで、３年ぐらいの間は近鉄にお世話になりました。
　そんな中、私たちが輸送人員増加の指針としたのは、やはり自
社が維持してきた三岐線でした。三岐線は激しいモータリゼー
ションの中でも、ピーク時 432万人の３分の２の輸送人員を保っ
ている。けれども北勢線はピーク時の半分以下に減少してしまっ
た。同じ地域内を走っているのにこの差はどこから来ているのか、
何をすればいいのか。北勢線の沿線には住宅地が広がり、沿線人
口は三岐線より多いのですから、何とかして鉄道に呼び込みたい
と考えました。そうした思いで北勢線を見てみると、改善のポイ
ントが分かってきたのです。
　「暑い・遅い・狭い」で利用者が激減したことから、これらの
解消が一番と考え、まず「遅い」からスタートしました。平均速
度は時速 27㎞で自転車より遅いと言われていたからです。そこ
で高速化に取り組むことにしました。当時、国から地方鉄道への
支援は主に「近代化」と「踏切」の二つでしたが、運行２年目の
2004年に国の幹線鉄道等活性化補助制度に採択され、また三重
県からの協調補助で、工事額の 40％が賄われることになりまし
た。その結果、西桑名－阿下喜間の運転時間を 52分から 46分
に短縮することができたのです。さらに、夏の車内環境を快適に
するため、車両の冷房化を進めました。
　駅を含めて鉄道を人が集まる場にして、地域の活性化につなげ
たい。移動の選択肢の一つとして、地域の皆さんに鉄道の利用可
能性を重視していただきたい。私どもの努力で、地域の財産とし
て北勢線を維持していきたいと考えています。

三岐鉄道株式会社
専務取締役　鉄道統括

種村尚孝
Naotaka TANEMURA

新生・北勢線の誕生まで
員弁川の対岸を走り、三岐線の競合線でもあった北勢線。
その北勢線を、廃線の直前で継承した三岐鉄道は、
どのような経緯で譲受を決断し、再生に取り組んだのだろうか。
新生・北勢線への最前線で牽引した
種村尚孝専務取締役に当時を振り返っていただいた。



接
続
す
る
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
て
お
り
、

学
生
や
高
齢
者
な
ど
車
を
運
転
し
な
い

住
民
の
「
鉄
道
＋
車
」
で
移
動
が
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
る
。

「
免
許
返
納
な
ど
も
進
ん
で
お
り
、

高
齢
化
が
進
む
と
福
祉
バ
ス
と
鉄
道
を

組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
考
え
方
が
ま
す

ま
す
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
く
る
」

と
小
林
次
長
は
予
測
す
る
。

ま
た
北
勢
線
の
終
点
駅
で
あ
る
阿
下
喜
駅

を
中
心
に
新
た
な
活
性
化
の
動
き
も
あ
る
。

２
０
０
３
年
に
員
弁
郡
の
北
勢
町
・
員
弁

町
・
大
安
町
・
藤
原
町
の
４
町
が
合
併
し
た

い
な
べ
市
は
旧
町
役
場
で
分
庁
方
式
を
と
っ

て
い
る
が
、
４
庁
舎
の
機
能
を
集
約
し
た
新

庁
舎
が
２
０
１
９
年
度
に
北
勢
エ
リ
ア
に
建

設
さ
れ
る
予
定
だ
。
ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に

商
業
施
設
「
に
ぎ
わ
い
の
森
」
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
最
寄
り
駅
は
阿
下
喜
駅
で
あ
り
、
い

な
べ
総
合
病
院
も
近
く
に
位
置
す
る
立
地

で
、
こ
の
地
区
で
は
空
き
家
を
活
用
し
て
、

外
部
か
ら
の
移
住
施
策
も
積
極
的
に
進
め
て

い
る
と
い
う
。

「
か
つ
て
は
阿
下
喜
の
商
店
街
も
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
が
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
複
数
参
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
駅
付

近
の
小
店
舗
は
さ
び
れ
て
い
る
。
北
勢
線
の

終
端
で
あ
る
阿
下
喜
を
活
性
化
し
、
北
勢
線

利
用
の
機
会
を
創
出
し
た
い
」（
小
林
次
長
）

北
勢
線
の
エ
リ
ア
周
辺
で
は
東
海
環
状
自

動
車
道
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
、
中
京
地
区
に
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
計
画

も
あ
る
。
こ
う
し
た
高
速
で
広
域
を
移
動
す

る
交
通
の
発
達
の
一
方
で
、
改
め
て
地
域
内

で
移
動
す
る
た
め
の
交
通
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

２
０
１
８
年
11
月
に
は
「
第
６
回
終
着
駅

サ
ミ
ッ
ト
in
阿
下
喜
」
が
開
催
さ
れ
た
。
い

な
べ
市
に
は
北
勢
線
の
終
着
駅
・
阿
下
喜
駅

と
三
岐
線
の
終
着
駅
・
西
藤
原
駅
が
あ
る
。

い
な
べ
市
都
市
整
備
部
交
通
政
策
課
の
奥

岡
孝
将
主
事
は
「
終
着
駅
に
は
、
途
中
駅
に

は
な
い
特
別
な
役
割
、
魅
力
が
あ
る
。
こ
こ

ま
で
来
た
と
い
う
達
成
感
、
こ
こ
か
ら
始
ま

る
と
い
う
期
待
感
。
北
勢
線
は
地
域
の
人
々

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
そ
の

終
着
駅
で
あ
る
阿
下
喜
か
ら
発
信
し
て
、
沿

線
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
見
せ
て
い
る
。

特
殊
車
両
や
貨
物
鉄
道
設
備
の
老
朽
化

　
北
勢
線
の
沿
線
人
口
は
、
い
な
べ
市
は
微

減
、
東
員
町
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
最
も

都
市
部
に
近
い
桑
名
市
は
微
増
傾
向
に
あ
る

と
い
う
。
そ
う
し
た
中
で
今
後
は
ど
の
よ
う

に
利
用
を
伸
ば
し
て
い
く
か
。
小
林
次
長
に

よ
る
と
、
一
人
当
た
り
の
利
用
回
数
を
増
や

し
、
移
動
距
離
を
延
ば
す
こ
と
に
尽
き
る
と

い
う
。
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終着の阿下喜駅も 2006 年に駅舎を新築した（北勢線）

大型商業施設の一角に開業した星川駅（北勢線）

上／二つの駅を統廃合した大泉駅 左／駅
舎隣に「うりぼう」を併設（北勢線）

全駅に自動出改札を整備（北勢線）

いなべ市　
都市整備部 交通政策課 主事

奥岡孝将
Takamasa OKUOKA



「
毎
年
開
催
さ
れ
る
桑
名
市
の
花
火
大
会

で
、
北
勢
線
の
夏
の
輸
送
人
員
が
大
き
く
伸

び
る
。
２
市
１
町
で
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
普
段
は
北
勢
線
に
乗
ら
な
い
人
に

も
沿
線
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し

た
い
」（
小
林
次
長
）

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
通
学
定
期
の
利
用

を
増
や
す
こ
と
だ
。
定
期
を
買
わ
ず
に
自
転

車
通
学
や
保
護
者
の
送
迎
で
通
学
す
る
生
徒

も
多
く
、
通
勤
定
期
や
定
期
外
利
用
が
増
加

す
る
中
で
通
学
定
期
利
用
が
減
少
し
て
い

る
。「

北
勢
線
沿
線
に
は
、
高
校
が
５
校
あ
る
。

こ
れ
ら
の
高
校
の
生
徒
た
ち
に
北
勢
線
を
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
小
林
次
長
は
語

る
。ま

た
、
車
両
の
老
朽
化
の
問
題
も
あ
る
。

ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
（
特
殊
狭
軌
）
の
北
勢
線
は

車
両
が
特
殊
で
、
全
国
で
運
行
し
て
い
る
の

は
３
路
線
の
み
（
う
ち
１
路
線
は
ト
ロ
ッ
コ
列

車
）
の
た
め
、
他
社
か
ら
中
古
車
両
を
安
価

で
購
入
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
新
造
が
不

可
欠
だ
。
北
勢
線
が
保
有
す
る
の
は
24
両
で

予
備
車
は
な
い
。

「
非
常
に
特
殊
な
車
両
な
の
で
、
増
備
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
当
社
の
み
で
導
入
す
る

こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。
国
や
自
治
体
に

支
援
の
ご
理
解
を
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
模
索

し
て
い
る
」（
雨
澤
鉄
道
部
長
）

ま
た
、
貨
物
輸
送
に
お
い
て
も
、
セ
メ
ン

ト
輸
送
の
貨
車
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
。

「
現
在
、
貨
物
輸
送
は
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が

提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ん
で
い
る
も
の
を
鉄
道
輸
送
に
転
換
す
る
と

優
遇
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
て
、
貨
車
の
更

新
な
ど
、
鉄
道
貨
物
輸
送
を
継
続
さ
せ
る
よ

う
な
補
助
は
な
い
。
そ
う
し
た
部
分
に
目
を

配
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
切
に
思
う
。
ま
た
、

側
線
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
自
治
体
の

支
援
制
度
が
あ
れ
ば
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

鉄
道
に
関
す
る
支
援
が
手
厚
く
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
雨
澤
鉄
道
部
長
は
語
る
。

そ
の
よ
う
な
事
情
を
抱
え
、
北
勢
線
事
業

運
営
協
議
会
は
２
０
１
８
年
10
月
に
国
土
交

通
省
と
財
務
省
な
ど
に
要
望
書
を
提
出
し

た
。「

国
も
予
算
配
分
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら

か
ら
声
を
挙
げ
な
い
と
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

が
伝
わ
ら
な
い
。
や
は
り
実
情
は
伝
え
て
お

き
た
い
。
国
の
補
助
が
な
く
な
る
と
、
県
の

協
調
補
助
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
小
林

次
長
は
懸
念
を
語
る
。

全
国
的
に
も
地
方
鉄
道
が
大
幅
な
利
用
減

少
に
直
面
す
る
中
で
、
三
岐
線
は
利
用
減
を

可
能
な
限
り
食
い
止
め
、
北
勢
線
に
つ
い
て

は
増
加
も
実
現
し
た
の
は
、
や
は
り
三
岐
鉄

道
が
細
か
な
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
理
由
だ
ろ
う
。
北
勢
線
を
見
て

も
、
大
幅
な
刷
新
を
行
っ
た
後
は
大
規
模
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
な
く
て
も
、
日
々
、
地
域

と
と
も
に
汗
を
流
し
て
い
る
鉄
道
に
住
民
が

き
ち
ん
と
応
え
て
い
る
。
誰
の
た
め
に
鉄
道

を
残
し
、
維
持
す
る
の
か
―
―
鉄
道
事
業
者

と
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
、
行

動
を
起
こ
し
、
力
を
注
い
で
、
現
在
の
北
勢

線
と
三
岐
線
が
あ
る
。
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特集：地方鉄道の経営努力と公的支援
［地域の活力を支える三岐鉄道　三岐線・北勢線］

阿下喜駅前にある軽便鉄道博物館。市民団体「北勢線とまち育みを考える会」が運営する（北勢線）


